
授業の視点 

資質・能力を育てる協力指導の在り方 

― 算数・外国語の単元デザインを通して ― 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

3年 How many ?  数えてあそぼう。 

コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育成することにより目指す子どもの姿 

※○印は本単元と関連のある子どもの姿 

＜知識及び技能＞ 

①日本語と外国語の違いに気付き，生きて働く知識として理解する子 

 ②１～20までの数を話したり聞いたりすることで，外国語の基本的な表現を身に付ける子 

 ＜思考力，判断力，表現力等＞ 

 ③既習の知識や経験と，新たな知識を活用してコミュニケーションを図る子 

 ④読書冊数やおすすめの本などについて，自分の考えや気持ちなどを伝え合ってコミュニケーション

を図る子 

＜学びに向かう力，人間性等＞ 

⑤外国語の背景にある文化に対する理解を深めようとする子 

⑥相手の理解を確かめながら話したり，共感的に受け止める言葉を返しながら聞いたりしようとする

子 

 ⑦20までの数についての外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図り，進んで使おうとする子 

本単元における目指す子どもの姿(上記の②④⑦を受けて) 

<知・技>    数を表す語句と身の回りの数について尋ねる表現を用いて，やり取りができる子 

<思・判・表>  身の回りの物の数について考え，伝え合うことができる子 

＜学＞     相手に伝わるように工夫しながら，身の回りの数について伝え合おうとする子 

本単元における手立て(単元デザイン) 

 本単元で児童が生き生きと対話することができるように，本単元の言語活動におけるコミュニケーシ

ョン系統図を作成する。また，コミュニケーション系統図を活かして単元指導計画の作成に当たる。 

【コミュニケーション系統図の作成】 

  ・どのように対話を発展させるか，コミュニケーション系統図を作成して明らかにする。 

【資質・能力を高める対話活動】 

  ・学校生活で身の回りの物の数を数えたり，尋ねたり，答えたりする姿を提示する。 

・動作と歌詞を連動させ，20までの数を順に唱えられるようにする。 

・言語活動を２段階に分けて中間の振り返りをし，次の活動がよりよいものになるようにする。 

【見方・考え方を確かめる振り返る活動】 

  ・板書をもとに 20までの数を伝え合う学習のポイントを整理し，本時の活動でできるようになっ

たことを価値付ける。 

  ・視点を示して学習感想を書くことで，20までの数の数え方や伝え方について気付いたことを確

認・自覚することができるようにする。 

  

 



第３学年外国語活動学習指導案 

                       

                            

児 童 ３年３組３５名 

                             場 所 第２音楽室 

授業者 横沢 志乃 

 

１ 単元名 How many?「数えてあそぼう」（Let’s  Try!1 Unit3） 

２ 単元について 

（１） 教材について 

   本単元では，１から 20 までの数を数える活動や数を尋ねたり，答えたりする活動を行うことに

より，日本と外国の数の数え方に触れ，多様な考え方があることに気付き，20 までの数の言い方に

慣れ親しむことをねらいとしている。そのために，歌やゲームなどの活動を取り入れながら，実際

に身の回りの物の数を数えたり，尋ねたり，答えたりする活動が中心となる。 

   これらの活動を通して，１から 20 までの数の音やアクセントに慣れ親しむとともに，身の回り

の物の言い方にも触れることができると考える。児童にとって身の回りの物の数を題材にすること

は，児童が必然性をもって主体的に数えたり，尋ねたり，答えたりする活動を行い，楽しみながら

繰り返し英語の表現に触れ，慣れ親しんでいくことができるようになることにつながっていくと考

える。 

また，英語以外の言語での数の言い方にも触れていくことにより，様々な言い方で数を表現する

面白さにも気付くことができると考える。 

    

（２） 児童について 

   ３年３組の児童は，初めての外国語活動に興味関心をもち，歌やジェスチャー，ゲームなどを楽

しみながら活動している。また，様々な活動の中で，聞き取った英語をできるだけ使おうとしたり，

ジェスチャーをヒントに何とか理解しようとしたりする姿が見られる。 

英語を使ったコミュニケーション活動では，英語を話すことができた喜びや，みんなと一緒に活

動することの楽しさ，もっと英語を使いたいという気持ちが感じられる。しかし，自分からは進ん

で友達とコミュニケーションを図ることのできない児童や，相手の話を最後まで落ち着いて聞くこ

とが難しい児童が数名いる。   

そこで，本単元ではペアでのやり取りを中心に行い，より多くの友達と伝え合う場を設定してい

くことにより，相手の話をしっかりと聞いたり，いろいろな友達とコミュニケーションを図る楽し

さを感じたりすることができるようにしていきたい。 

 

（３） 指導にあたって 

     本単元では，20 までの数の英語での数え方に慣れ親しむことができるように，児童にとって身の

回りの物を題材にすることで，活動への意欲付けを図っていく。また，リズムにのって繰り返し話

すことのできる歌やチャンツ，多くの友達と楽しみながら主体的に活動したくなるような様々なゲ

ームなどを意図的に設定したりすることによって，児童が繰り返し英語の表現に触れ，英語を使っ

たやり取りに慣れ親しむことができるようにしていく。このような経験を積んでいくことにより，

児童が自信をもって，主体的に外国語活動に取り組んでいくことができるようにしていきたい。 

また，コミュニケーション活動においては，児童にとって必然性のある活動となるよう，読書教

育と結び付け，３年生になってからの読書冊数を伝え合うペアでの活動を単元のゴールに設定する。

読書冊数だけでなく，おすすめの本についても伝え合うことにより，読書への意欲付けを図るとと

もに，自分の考えを友だちと伝え合う楽しさを感じることにもつなげていきたい。 

 【資質・能力を高める対話活動】 

   ・学校生活で身の回りの物の数を数えたり，尋ねたり，答えたりする姿を提示する。 

・動作と歌詞を連動させ，20までの数を順に唱えられるようにする。 

・言語活動を２段階に分けて中間振り返りをすることにより，次の活動がよりよいものになる

ようにする。 

【見方・考え方を確かめる振り返る活動】 

   ・板書をもとに 20までの数を伝え合う学習のポイントを整理し，本時の活動でできるようにな



ったことを価値付ける。 

   ・視点を示して学習感想を書くことで，20までの数の数え方や伝え方について気付いたことを

確認・自覚することができるようにする。 

 

３ 単元の目標と評価規準 

（１） 単元の目標 

３年生になってからの読書冊数を伝えるために，相手に伝わるように工夫しながら，20 までの身

の回りの物の数について尋ねたり答えたりして伝え合う。 

※本単元における「聞くこと」については，目標に向けて指導は行うが，記録に残す評価は行わな

い。 

 

（２）単元の評価規準 

領 

域 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話
す
こ
と
【
や
り
取
り
】 

 

日本と外国語の数の数え

方の違いから多様な考え方

があることに気付き，１か

ら 20 までの数の言い方や

数の尋ね方について慣れ親

しんでいる。 

今まで読んできた本の冊数

を伝え合うために，身の回りの

物の数について，1 から 20 ま

での数の言い方や数の尋ね方

を用いて，学級の友達に質問し

たり質問に答えたりして伝え

合っている。 

今まで読んできた本の冊数を

伝え合うために，身の回りの物

の数について，1 から 20 までの

数の言い方や数の尋ね方を用い

て，学級の友達に質問したり質

問に答えたりして伝え合おうと

している。 

 

４ 単元の指導・評価計画（４時間扱い） 

 

時 目標 
学習内容 

（指導内容） 

評価 

知

技 

思

判

表 

態

度 
評価規準 評価方法 

１ 

１～10 の数の言

い方に慣れ親しむ。 

・Hello Song 

・身の回りの物の

言い方を知る。 

・Let’s Play2 

・ミッシングゲー  

 ム 

・ Let’s Sing ： 

Ten Steps 

 

  

 

 

 

 

   

２ 

日本と外国語の

数の数え方の違い

から，多様な考え

方があることに気

付き，１～20 の数

の言い方に慣れ親

しむ。 

 

・Let’s Sing ：

Ten Steps 

・Let’s Watch 

and Think 

・様々な物の数

を数える。 

・ビンゴゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

３ 

 

本 

時 

20 までの身の回

りの物の数を相手

に教えるために，尋

ねたり答えたりす

る表現に慣れ親し

んでいる。 

 

・Let’s Sing ：

Ten Steps 

・クラップゲー  

 ム 

・おはじきゲー

ム 

 

 

や 

 

 

や 

 

 

や 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時では，記録に残す評価は行

わないが，目標に向けて指導を行

う。児童の学習状況を記録に残さ

ない活動や時間においても，教師

が児童の学習状況を確認する。 

本時では，記録に残す評価は行

わないが，目標に向けて指導を行

う。児童の学習状況を記録に残さ

ない活動や時間においても，教師

が児童の学習状況を確認する。 

「話すこと〔やりとり〕」の記録に残す評価  

〇日本と外国語の数の数え方の違いから多様な

考え方があることに気付き，１から 20 までの

数の言い方や数の尋ね方について慣れ親しん

でいる。〔行動観察〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 相手に伝わるよ

うに工夫しなが

ら，20 までの数を

尋ねたり答えたり

して伝え合ってい

る。 

 

・Hello Song 

・Let’s Chant 

・読んだ本の冊

数やおすすめ

の本などにつ

いて伝え合

う。 

 

 

や 

 

 

 

や 

 

 

や 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の指導（３/４） 

（１）目標   

20 までの身の回りの物の数を相手に教えるために，尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむこ 

とができる。 

 

（２）指導に当たって 

 【資質・能力を高めるための対話活動】 

・動作と歌詞を連動させ，20までの数を順に唱えられるようにする。 

  ・学校生活における身の回りの物の数を尋ねたり答えたりすることに慣れ親しむことができるよ

うにするために，ゲームを通して尋ねたり答えたりして伝え合う姿を提示し，段階を踏んで活

動する場を設定する。 

  ・言語活動を２段階に分けて中間振り返りをすることにより，活動のルールや伝え合い方につい

て確認し，よりよい活動をすることができるようにする。 

【見方・考え方を確かめる振り返る活動】 

  ・板書をもとに，20までの数を尋ねたり答えたりする伝え合い方について整理し，本時の活動で

◎今まで読んできた本の冊数を伝え合うため

に，身の回りの物の数について，1 から 20 ま

での数の言い方や数の尋ね方を用いて，学級の

友達に質問したり質問に答えたりして伝え合っ

ている。〔行動観察〕 

〇今まで読んできた本の冊数を伝え合うため

に，身の回りの物の数について，1 から 20 ま

での数の言い方や数の尋ね方を用いて，学級の

友達に質問したり質問に答えたりして伝え合お

うとしている。〔行動観察・振り返りシート〕 

 〔行動観察・振り返りシート〕 

「話すこと〔やりとり〕」の記録に残す評価  

〇日本と外国語の数の数え方の違いから多様な

考え方があることに気付き，１から 20 までの

数の言い方や数の尋ね方について慣れ親しん

でいる。〔行動観察〕 

〇今まで読んできた本の冊数を伝え合うため

に，身の回りの物の数について，1 から 20 ま

での数の言い方や数の尋ね方を用いて，学級の

友達に質問したり質問に答えたりして伝え合っ

ている。〔行動観察〕 

◎今まで読んできた本の冊数を伝え合うため

に，身の回りの物の数について，1 から 20 ま

での数の言い方や数の尋ね方を用いて，学級の

友達に質問したり質問に答えたりして伝え合お

うとしている。〔行動観察・振り返りシート〕 

 



できるようになったことを価値付ける。 

  ・分かったことについて学習感想を書くという視点を与えることにより，児童が本時の学びを確

認し，自覚することができるようにする。 

（３）展開 

段

階 
児童の活動 教師の働きかけ 

指導上の留意点 

◆研究の重点 評評価 

導

入 

 

 

８

分 

１ 挨拶をする。 

 Hello. ~ sensei. 

  

I’m fine/happy/good/ 

sleepy/hungry/ 

tired/sad/great. 

  How are you? 

 

２ Let’s Sing: 

Ten Steps 

・挨拶をする。 

Hello. How are you? 

 

I’m fine/happy/good/sleepy/ 

hungry/tired/sad/great. 

 

 

 

・ジェスチャーをしながら，一緒

に歌う。 

・全体で挨拶をした後，児童に

今日の様子を聞く。 

 

 

 

 

 

◆動作と歌詞を連動させ，20ま

での数を順に唱えられるよう

にする。 

展

開 

 

 

30 

分 

３ めあての確認をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ クラップゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ おはじきゲーム 

 

 

 

 

 

・次回の学習で自分たちが読んで

きた本の冊数を伝え合うことを

知らせる。 

・本の冊数を伝え合うために，ど

んな学習が必要かを考えるよう

促し，数を尋ねたり答えたりす

る言い方を学ぶ必要感をもたせ

られるようにする。 

 

 

・児童と一緒にやりながら，ゲー

ムの仕方を伝える。 

・慣れてきたら，リズムの速さを

変える。 

 

 

 

 

 

・児童のボランティアとともに，

ゲームの仕方を伝える。 

・巡回する際，「（数）marbles.」と

答えられているか，確認する。 

・中間振り返りで，活動をしてみ

て困ったことを確かめたり，う

まく伝え合っているペアを紹介

したりして，２段階目の活動に

つなげる。 

・単元のゴールに必要な活動へ

の見通しをもつことができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

◆学校生活における身の回りの

物の数を尋ねたり答えたりす

ることに慣れ親しむことがで

きるようにするために，ゲー

ムを通して尋ねたり答えたり

して伝え合う姿を提示し，段

階を踏んで活動する場を設定

する。 

 

・指導者と児童の対話活動から

児童同士の対話活動へと段階

を踏んで活動することで，数

を尋ねたり答えたりすること

に慣れ親しむことができるよ

うにする。 

◆言語活動を２段階に分けて中

間振り返りをすることによ

り，活動のルールや伝え合い

方について確認し，よりよい

活動をすることができるよう

にする。 

評 20 までの数を数え，数につ

いて，尋ねたり答えたりする

表現に慣れ親しんでいる。 

（行動観察） 

 

いくつあるかを たずね合おう。 



終

末 

 

 

７ 

分 

６ 振り返りをする。 

・振り返りシートに記

入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 挨拶をする。 

・本時の学習について分かったこ

とを中心に学習感想を書くよう

促す。 

・学びの価値付けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・挨拶をする。 

Good-bye, see you. 

 

◆板書をもとに，20までの数を

尋ねたり答えたりする伝え合

い方について整理し，本時の

活動でできるようになったこ

とを価値付ける。 

 

◆分かったことについて学習感

想を書くという視点を与える

ことにより，児童が本時の学

びを確認し，自覚することが

できるようにする。 

 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いくつあるかの聞

き方や答え方が分か

りました。次は，本の

数を伝え合いたいで

す。 

 

 いくつあるかを 

たずね合おう。 

MENU 

1 あいさつ 

2 Let’s Sing 

3 Activity 

4 ふりかえり 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10  

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

 

身の回りの

物の絵 

身の回りの

物の絵 

身の回りの

物の絵 

身の回りの

物の絵 

人物 

の絵 

人物 

の絵 

  



〇 コミュニケーションデザイン 

【単元目標】 

今まで読んできだ本の冊数を伝え合うために，相手に伝わるように工夫し
ながら，身の回りの物の数について，尋ねたり答えたりして伝え合う。 

 

 

 

                            

 

 

                             e 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）友達と協力して課題を達成するコミュニケーション活動 

「本の数を伝えよう」 

 

 

  

 

 

 

 

 

（３）やり取りに慣れ親しむ活動 

「数当てゲーム～おはじきはいくつかな～」 

 

（２）より様々な語彙や表現に慣れ親しむ活動 

「ビンゴゲーム」 

 

単
元
構
造
（
授
業
づ
く
り
）
の
流
れ 

子
ど
も
の
学
習
の
流
れ 

How many books ? 

thirteen books. 

何がおすすめ？ 

スイミー 

おもしろいと

ころはどこ？ 
スイミーが大きな魚

になるところ 

読んでみて 

How many marbles ? 

one, two, three, … 

eleven marbles!! 

eleven marbles. 

one, two, three, … twenty. 

Fourteen erasers, pencils, 

rulers, apples, 

books …. . 

（１）新しい表現に出会う活動 

「数を数えよう」 

   
one, two, three, … ten. 

Ten erasers, pencils, rulers, apples 

…. 

Let’s count. 


